
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 11月 25日、26日の両日、「真駒内公園小学校の開校に向けた学校説明会」が真駒内曙小学校に
おいて、12月２日、３日の両日、「真駒内桜山小学校の開校に向けた学校説明会」が真駒内南小学
校において、それぞれ開催されました。 
 両校ともに、保護者、地域の方々など、多くの方々にご出席いただき、統合校の開校に向けて準

備を進めている、真駒内曙小学校と真駒内南小学校の校長及び教頭から、新しい学校の教育目標や

校章、校歌、通学区域、通学路案、学校施設などについて説明が行われました。次ページ以降、説

明会のときに発表された教育目標や校章、校歌について紹介いたします。 
 
■ 通 学 区 域 ■ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「真駒内公園小学校」、「真駒内桜山小学校」の通学区域については、11月 21日に開催された教
育委員会会議において、正式に決定しました。 
通学区域については、札幌市教育委員会のホームページでも確認できます。 
（http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/gakku/sho-minami.html） 
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真駒内地域の４つの小学校（真駒内小学校、真駒内南小学校、真駒内曙小学校、真駒内緑小学校）は学

校統合により、平成24年4月から新たに「真駒内公園小学校」と「真駒内桜山小学校」の２校に生まれか

わります。このお便りでは、２校の開校に向けた取組等をお伝えしていきます。 

統合校の学校説明会が開催されました 

  

 

 

 
 

【通学区域】 
真駒内曙町 1丁目から 4丁目まで 
真駒内上町 1丁目から 5丁目まで 
真駒内緑町 4丁目 
真駒内本町 1丁目から 7丁目まで 
真駒内東町 1丁目から 3丁目まで 
真駒内（17番地 1 81 88 287 493 
575 757 から 759 まで 763 764 
827） 

札幌市立真駒内公園小学校 

 
 

【通学区域】 
真駒内緑町 1丁目から 3丁目まで 
真駒内幸町 1丁目から 3丁目まで 
真駒内泉町 1丁目から 4丁目まで 
真駒内南町 1丁目から 7丁目まで 
真駒内柏丘 1丁目から 12丁目まで 
真駒内（17 番地 90 453～455 まで 
464 465 468 番地 598 番地 612
番地から 614番地まで 616番地 617
番地 620番地 621番地） 
真駒内公園 

札幌市立真駒内桜山小学校 



 

 
 
 
■学校教育目標とめざす子どもの姿■ 
 
 
 
 
 変化の激しい現代社会を生き抜くためには、どの子にも「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな

体」の調和を重視する「生きる力」を育むことがますます重要となっています。 
このことから、教育目標の『未来に向けて たくましく生きる子の育成』には、「知（学ぶ力）」、

「徳（豊かな心）」、「体（健やかな体）」の力をしっかりと身につけ、困難な課題にぶつかった時、

それを乗り越えていくたくましさを身に付けた子どもを育てたいという願いを込めています。 
 また、「自立」と「共生」をキーワードとし、自分、そして周りの人たちを尊重し、協力し合っ

て、学習や生活ができる子ども、社会に出ても他者と協調しながら、自分の力で生活できる子ども

に育てていきたいと考えています。 

■校 章■ 
 ○周りは真駒内公園のシンボルである、アイスアリーナを 
  模っています。  
 ○緑と青の帯は、豊かな自然の象徴である藻岩山と豊平川

を表現するとともに、真駒内小学校と真駒内曙小学校が

一つになったことを意味しています。 
 ○３色のラインは、知・徳・体の学校目標が一点に集まり、

子どもたちが未来へ向けて成長する様子を表し、同時に、

保護者・地域・教職員がともに手を取り、子どもたちを

育んでいく姿を映しています。 
 ○飛び立つ鳩は「自立」と「共生」の象徴です。 
 ○世界とつながる国際色豊かな学校を願い、校名のイニシ 
ャル「MK」を書き、北国北海道の「雪」をバックの白 
で表現しています。 

■校 歌■ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
校歌は、真駒内曙小学校の大室校長が作詞し、札幌大谷大学で音楽の専任講師をされている小山

隼平先生に作曲をしていただきました。校歌には、真駒内北部地域に身近であり、札幌の象徴であ

る藻岩山や豊平川、そして校名にもなり、子どもたちの学習の場となる真駒内公園のイメージ、学

校中が「ひとみ輝く」、「笑顔あふれる」子どもたちでいっぱいになってほしいという思いなどを織

り込みました。 
 

 

真駒内公園小学校 

未来に向けて たくましく生きる子の育成 
進んで考え学ぶ かがやく子 
思いやりのある あたたかな子 
心も体も健康な あかるい子 
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■学校教育目標とめざす子どもの姿■ 
 
 
 
 学校教育目標の『「夢つながる学校」の創造』には、大変厳しい社会情勢の中、子どもたちが夢

と希望をもって学校生活を送ることができるようにという願いを込めています。そのうえで、「未

来への夢」、「世界への夢」、「仲間との夢」、「地域との夢」という４つの夢を実現する子どもたちを

育成することが、学校としての使命だと考えています。「未来への夢」は、無限の可能性をもち、

健康でたくましく生涯学び続け、自己実現のために真理を探究する子を、「世界への夢」は、国際

化が進んだ社会の中で、自分の国や故郷を深く理解し、世界に貢献できる子を、「仲間との夢」は、

人それぞれの個性を尊重し、人と人が心からつながる「共生社会」を実現させる子を、「地域との

夢」は、オリンピックとともに大きく発展し、豊かな自然環境と調和のとれた社会環境の札幌、そ

して我が町真駒内を愛し、地域の方とともに大切に守り育てようとする子を表しています。 
 この教育目標が、真駒内桜山小学校のすべての教育活動のよりどころとなり、子どもたち一人一

人の個性を伸ばし、保護者や地域の方々と連携して大きく成長させることができるように、期待を

込めて設定しました。 

■校 章■ 
 ○外側の「輪」は、子どもたちを健やかに育てる、家 
庭・地域・学校と母体となった２校の「和」（連携） 
を表します。  

 ○ローマ字の「MAKOMANAI」は、冬季オリンピッ
ク開催の地として、世界の人との友好と平和を担う

子どもたちを表します。 
 ○「山」は、地域の里山である自然豊かな桜山で、地

域の自然を愛する心を表します。 
 ○中央の「上を向いている桜」は、桜山小学校のシン 
ボルである桜で、「大きな夢をもち、笑顔で学び、 
未来へはばたく子どもたち」を表します。 

■校 歌■ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 校歌は、真駒内南小学校の中井校長が作詞し、北海道教育大学岩見沢校で音楽の教授をされてい

る二橋 潤一先生に作曲をしていただきました。歌詞の１番では「友達と元気にあいさつを交わす、
朝の登校の様子」を、２番では「遊びも勉強にも精一杯力を発揮する子どもたちの様子」を、３番

では「藻岩山の夕日と明日への期待」を表しています。校歌を歌うことによって、学校教育目標や

学校の周りの環境などが自然と意識できるようにという思いが織り込まれています。 

真駒内桜山小学校 

「夢つながる学校」の創造 

未来への夢、世界への夢、仲間との夢、地域との夢を実現する子どもの育成 

 札
幌
市
立
真
駒
内
桜
山
小
学
校 

校
歌 

 

作
詞 

中
井 

浩 

作
曲 

二
橋 

潤
一 

 

一 

朝
日
に 

映
え
る 

桜
山 

緑
の
風
が 

そ
よ
い
で
る 

元
気
に
笑
顔 

か
わ
し
あ
い 

夢
に
向
か
っ
て 

歩
こ
う
よ 

あ
あ 

真
駒
内 

桜
山
小
学
校 

 

二 

ポ
プ
ラ
が 

揺
れ
る 

学
び
舎
に 

 
 

青
い
空
が 

ひ
か
っ
て
る 

 
 

受
け
継
ぐ
学
び
を 

高
め
合
い 

 
 

未
来
に
向
か
っ
て 

進
も
う
よ 

 
 

あ
あ 

真
駒
内 

桜
山
小
学
校 

 

三 

南
を 

望
む 

藻
岩
山 

 
 

赤
い
夕
日
に 

そ
ま
っ
て
る 

 
 

世
界
の
友
と 

紡
ぎ
あ
い 

 
 

明
日
に
向
か
っ
て 

飛
び
た
と
う 

 
 

あ
あ 

真
駒
内 

桜
山
小
学
校 



 

 11月16日に真駒内南小学校で、11月18日に真駒内緑小学校で、12月8日には真駒内曙小学校

（真駒内小学校と真駒内曙小学校合同）で、スクールゾーン実行委員会が開催され、統合校の通学

路について検討が行なわれました。この場でいただいた危険箇所等に関わる情報や、学校説明会で

いただいたご意見等を考慮し、今後、北部２校、南部２校で調整したうえで、児童がより安全に通

学できるような通学路を決定していくことになります。また、必要に応じて、信号機や横断歩道の

設置要望も行っていきます。 

 

 

 12月 14日、真駒内南小学校で行われた「マコみなフェスタ」に、

真駒内緑小学校の全児童が参加し、交流を深めました。「マコみなフ

ェスタ」では、真駒内南小学校のみずなら学級と３年生以上の児童が

「お店」を出店し、一生懸命「お客様」をもてなしていました。最後

は、真駒内南小学校と真駒内緑小学校の児童700名以上が体育館に集

まり、全員の拍手で閉幕しました。来年度、真駒内桜山小学校の開校

に向けて「絆」を深める活動となりました。 

■ お知らせ（今後の予定等） ■ 

□ 現在、各校に展示されている卒業記念制作品やその他の思い出の品等、全てを残すことはでき

ませんが、デジタルカメラで撮影した写真を各校のホームページ上で公開することや、統合校の

中に思い出の品を展示する部屋を設ける予定です。真駒内桜山小学校においては、学校統合に伴

う学級増のため、校舎内に十分な展示スペースを確保できないことから、思い出の品の一部を先

行して展示する仮の記念コーナーを設け、残りの思い出の品については、部屋を確保でき次第、

展示していきます。 

□ 来年入学されるお子様を対象に、『新１年生１日入学および入学説明会』の開催を以下のとお

り予定しております。 

 

 

□ 真駒内地域の４小学校の『閉校式』及び統合校２校の『開校式』を以下のとおり予定していま

す。保護者や関係者の方々には、既に各学校から日程等お知らせしておりますが、その他、卒業

生、地域の方々でご出席を希望される場合は、各学校までご相談ください。（会場の収容能力等

の関係でご希望に添えない場合もありますので、ご了承ください。） 
   
   
 
 
 
 
 
 

（発行） 札幌市教育委員会 生涯学習部計画課 配置計画担当 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西２丁目 ＳＴＶ北２条ビル５階 

TEL 011-211-3836 ／ FAX 011-211-3837 

E-Mail haichikeikaku@city.sapporo.jp 

※ 開校準備だよりは、札幌市教育委員会ホームページにも掲載しています。 

 (http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/kaikou_jyunbi.html)  

統合校の通学路について 

【閉校式】各校の体育館で 10時から行う予定です。 
・『真駒内緑小学校』：２月 17日（金）   ・『真駒内小学校』 ：２月 24日（金） 
 ・『真駒内南小学校』：３月 2日（金）   ・『真駒内曙小学校』：３月 9日（金） 

【開校式】 
 ・『真駒内桜山小学校』３月 26日（月）10時から 現真駒内南小学校で開催 
 ・『真駒内公園小学校』３月 26日（月）13時 30分から 現真駒内曙小学校で開催 

統合校開校に向けた交流について 

・『真駒内公園小学校』  ２月１日（水）13時 30分から 真駒内曙小学校で開催 
・『真駒内桜山小学校』  ２月８日（水）13時 30分から 真駒内南小学校で開催 

 
さっぽろ市 

05-S03-11-1558 
    23-5-388 


